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AGENDA

◆２００６年度中間決算報告

◆経営戦略

本資料のうち、業績見通し等に記載されている各数値は、現在入手可能な情報での判断および仮定に基づき予測算定し
ております。この当社判断や仮定による不確定性および今後の事業運営や経済環境など、内外の状況変化による変動
可能性如何によっては、実際の業績などが見通しの数値と大きく異なる可能性があります。

Ⅰ. 営業概況

Ⅱ. ２００６年度中間の進捗報告

Ⅲ. 下期の重点戦略
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２００２００６６年度年度 中間中間決算報告決算報告
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１．トピックス ◆クレディセゾン ☆関係会社

第
１
・２
四
半
期

第
１
・２
四
半
期

月月

〜〜

１０

◇ 新CMに「ロナウジーニョ選手」起用

◇ 川徳百貨店と提携 「カワトクカード」発行開始

◇ 「SEIBU プリンスカード」発行開始

◇ 「KDDI THE CARD《セゾン》」発行開始

◇ ヤマダ電機とクレジットカード事業における包括提携を締結

◇ 静岡銀行とリテールファイナンス事業における事業提携に合意

◇ りそな銀行「女性のあした応援ローン cannael＜カナエル＞」の保証業務開始

◇ 髙島屋グループと提携強化

◇ 「VIORO（ヴィオロ）カード《セゾン》」発行開始

☆ ジェーピーエヌ債権回収、プライバシーマークを取得

☆ アトリウム、株式の1:3の分割を実施

◇ 大和ハウス工業と合弁会社設立と「株主間協定」締結

☆ ジェーピーエヌ債権回収、大阪証券取引所「ヘラクレス」市場へ上場、初値431,000円

◇ オンラインショッピングモール「永久不滅.COM」の運営開始
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営業収益

経常利益

単 体連 結

当 期
純利益

’05中間
実績

’06中間
実績

( )は前年同期比

5

２．経営成績

’05中間
実績

’06中間
実績

’05中間
実績

’06中間
実績

1,278億円(109%) 1,000億円(108%)

249億円(109%)350億円(125%)

207億円(130%) 147億円(103%)

1,656億円(129%) 1,318億円(131%)

431億円(123%) 293億円(117%)

△58億円( － ) △62億円( － )
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（百万円）

18.6%39833629.6%1,6561,278連 結

-(24)(20)-(7)(6)グループ間取引

18.6%42235629.6%1,6641,283計

134.0%301319.6%3126そ の 他

△8.5%1415△6.2%3638リ ー ス

73.1%683945.0%12284不 動 産

12.5%13126.7%9488エンタテインメント

7.1%29627731.8%1,3811,047信 販 及 び 金 融

伸び率
‘０６
中間期

‘０５
中間期

伸び率
‘０６
中間期

‘０５
中間期

営業利益営業収益

セグメント別業績概況セグメント別業績概況
単位：億円．％
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連結会社の貢献概況

連結の状況連結の状況連結の状況

3.2億円出光クレジット
（クレジットカード業）

2.8億円りそなカード
（クレジットカード業）

1.8億円ユーシーカード
（情報処理ｻｰﾋﾞｽ業）

経常利益
貢 献

主な持分法適用関連会社
経常利益連単差経常利益経常利益連単差連単差

7

－17.5
%

20.0
%

自己資本
比率

1.401.471.41連単倍率

165△58207中間純利益

790431350経常利益

’06
計画

’06 

中間期

’05

中間期

(単位：億円、倍)

12億円

ヴィーヴルG
・ヴィーヴル （アミューズメント業）
・ノア企画 （コンサルタント業）
・エイ・アンド・エイ（アミューズメント業）

経常利益
貢 献

主な連結子会社

79億円

アトリウムG
・ｱﾄﾘｳﾑ （不動産流通業）
・ｱﾄﾘｳﾑ債権回収ｻｰﾋﾞｽ （債権回収代行業）
・エー・アイ・シー（不動産流動化事業）

31億円
セゾンファンデックスG
・ｾｿﾞﾝﾌｧﾝﾃﾞｯｸｽ （貸金業）
・ﾊｳｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ （不動産流通業）

138293431経常利益

連単差単 体連 結

(単位：億円)

連結会社の貢献状況連結会社の貢献状況連結会社の貢献状況
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928870
1,000

1,318852
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1,053
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1,278

1,1721,083

1,4681,2321,069 1,120

 1,624
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0
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3500

4000

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 修正額

＋378億円

前比
129% ＋318億円

前比
131%

営業収益 （連・単）

億円 【単体】

1,718 1,757

2,164
1,902

億円 【連結】

2,746

2,122 2, 203
2, 404

8

3,290 2,680

UCカードとの統合や不動産事業の好調により連結期初計画＋１０億円で着地
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億円

経常利益 （連・単）

【単体】

10

233 293249211 229

258241
239

210

262

0

100
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300

400

500
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'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 上方修正額

443 450

565

＋44億円

前比
117%

470

億円 【連結】

269
431350

247 280

319

361
285282

241

40

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 上方修正額

510 529

＋81億円

前比
123%

565

7

711

790

507

9

堅調なカード事業と好調な不動産事業が寄与し、当初計画を上回り
期初計画を連結＋４０億円、単体＋１０億円上方修正
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当期純利益 （連・単）

億円 【単体】

143 142122 147

-62

124

-193

121 116

△226

-250

-150

-50

50

150

250

350

450

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 修正額

▲50

243 258

億円
【連結】

153

-58

207
131 158

-246

93
160

215 △268

-250

-150

-50

50

150

250

350

450

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 修正額

▲60

122

224

318

8

422

271

94

10

180
156

利息返還損失引当金繰入など特別損失を計上
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※延滞率＝債権残高全体に対して、90日以上延滞している債権残高の割合■90日以上延滞状況

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

3.0%

'02 '03 '04 '05 '06.9

ショッピング延滞率

債権リスク状況①

キャッシング延滞率

11

カード計延滞率

2.25%

2.33%2.41%

2.36% 2.48%

1.0%

1.2%

1.4%

1.6%

1.8%

2.0%

2.2%

2.4%

2.6%

2.8%

3.0%

'02 '03 '04 '05 '06.9

【単 体】【連 結】

2.80% 2.77%

2.04％2.02%

1.47%
1.42%
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45

17 59
432

362
314

346
238

37

32
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'02 ’03 '04 '05 '06計画

542

311

412
438

467

0
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200
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400

500

600

'02 ’03 '04 '05 '06計画

億円

283

12

億円
【連 結】 【単 体】

■貸倒コストの推移

373363

債権リスク状況②

※連結は貸倒コスト合計額

（207）

464

（ ）内は中間実績数値

（14）

引当金純増額償却額 償却額

399

（261）（209）

（167）

（14）
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【連 結】

【格付】
R&I A+ S&P A ¯ Fitch  A

財務指標

11.4% 12.8%
9.1%

-2.5%

16.5%

18.4%

19.1%
17.5%

19.9%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

'02 '03 '04 '05 '06.9

ROE 自己資本比率

9.2%9.8% 8.5%

-2.1%

18.2%

21.9%
22.7%

23.1%

22.7%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

'02 '03 '04 '05 '06.9

ROE 自己資本比率

【単 体】

自己資本比率

13

自己資本比率

■自己資本比率・ROE推移

（0.7%）

（5.4%） （6.0%） （6.6%）

（0.8%）

（5.0%） （5.3%） （4.8%）

（ ）内は中間実績数値

-1.6% -1.9%
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18% 19% 18% 17% 19%

6%9%
19%

9% 8%

15%
10%16% 14%

13%

50%
57% 60% 63% 59%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

'02 '03 '04 '05 '06.9

社債 CP 債権流動化 借入金

調達構造調達構造①①

15% 17% 16% 16% 17%

15% 7% 5% 7% 7%

12% 13% 9% 12%
11%

59%
64% 66%

68%
64%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

'02 '03 '04 '05 '06.9

社債 CP 債権流動化 借入金

【連 結】 【単 体】

■有利子負債構成比推移
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57%

51%

46%

58%
62%

68%

62%

55%

62%

72%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

'02 '03 '04 '05 '06.9

固定比率 長期比率

15

調達構造調達構造②②

【単 体】【連 結】

70%

61%

49%

61%

56%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

'02 '03 '04 '05 '06.9

長期比率

■長短比率・固定比率推移
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①新規開拓枚数 245万枚(176%)

③総 会 員 数

②新規発行枚数 214万枚(183％)

2,416万人 ＋137万人

1,214万人 ＋ 46万人④稼動会員数

1兆6,492億円(148%)

⑤取 扱 高 2兆916億円(151%)

4,42４億円(162%)

内内) ) ショッピングショッピング

内内))キャッシングキャッシング

420万枚(130%)

365万枚(135%)

2,485万人 +206万人

1,255万人 ＋87万人

06年度中間実績 06年度目標

３．単体概況 主要営業数値 ( )は前年同期比
会員数は前期末差

16

4兆4,300億円（140%）

3兆5,600億円（140%）

8,700億円（140%）
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139114104
120

150

245

107130
120

127

183

155

20

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

'01 '02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 上方修正分

万枚

UCカードとの統合や提携先拡大により上期２４５万枚を獲得
通期目標を＋２０万枚上方修正

270 250 241

①新規カード開拓枚数

211

322

17

＋106万

前比
176%

420
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万枚

MMCカードをはじめ提携カード獲得の伸張により発行カードも
期初目標を＋２５万枚上方修正

1179892
212

110

120 94 111
154

128

25

0

50

100

150

200

250

300

350

400

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期 上方修正分

209
230

186

271

②新規カード発行枚数

＋95万

前比
181%

18

365
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1,2141,168
915883858

1,255

2,416

1,636 1,690

2,279

1,750

 2,485

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

'04.9 '05.3 '05.9 '05 '06.9 '06計画

万人

＋137万
人

＋46万人

③カード総会員数 及び ④稼動会員数

稼動会員数 総会員数

19

上方修正分

45

15

カード獲得が順調に進み、総会員数は２４００万人を突破
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11,398 11,764

20,916

12,030 12,322

13,85412,534

17,613
13,428

23,524

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

'02 '03 '04 '05 '06計画

上期 下期

25,96225,962

⑤カード取扱高

23,42823,428

20

24,08624,086

31,46731,467

44,44044,440

前比
134%

前比
151%

億円

UCカードとの統合や公共料金等の継続利用の拡大により堅調に推移
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西武
そごう
髙島屋
13.2%

21.9%

UC
20.2%

23.3%

郵貯
13.8%

PARCO
5.4%

AMEX・
GOLD
2.2%

AMEX・

ＧＯＬＤ

5.7%
PARCO
4.0%

郵貯
8.3%

22.2%

UC
25.0%

16.4%

西武
そごう
髙島屋
18.4%

【会員数シェア】 【ショッピング取扱高シェア】

21

《セゾン》
プロパー

《セゾン》
プロパー

《セゾン》
アフィニティ

《セゾン》
アフィニティ

（参考）カード別シェア

UCブランドはMMC、ヤマダでシェア拡大、百貨店系カードの取扱高が伸張
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300

5,6005,4775,2274,0353,841

300

300 300 300

1,376

1,435

1,784
2,040

2,230

400 400

400

100
230

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

'05.3 '05.9 '06.3 '06.9 '06計画

キャッシング （Ｃ） Ｃ債権流動化分 ショッピング・リボ　（Ｓ） Ｓ債権流動化分

億円

5,918 6,170

8,230

＋86億円

前期末
比104%

＋250億円

前期末
比105%

⑥カード残高

7,711

22

8,047

ショッピングリボ残高は順調に拡大、キャッシングは期首予想を上回る10%の伸び
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４．業績修正

23

■■主な修正項目主な修正項目

【利息返還損失引当金繰入額】

＜要因＞＜要因＞

平成18年10月13日に日本公認会計士協会が公表した「消費者金融会社等
の利息返還請求による損失に係る引当金の計上に関する監査上の取扱い」

を受けて、見積もり方法を変更したため。

特別損失 △409億円（連結）
△356億円（単体）

【リース資産減価償却費】

特別損失 △54億円（連結・単体）

＜要因＞＜要因＞

リース事業の拡大に伴って、リース契約の解約等により生じるリース資産の
処分損失の重要性が増してきたことから、将来におけるリース資産の

処分損失に備えるため。
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債権放棄分

約６０億円/年間
債権放棄分

約３００億円/５年間

過払金返金額

（キャッシュアウト）
約２０億円/年間

過払金返金額

約１００億円/５年間

×

×

＝

５年間合計５年間合計
約４００億円約４００億円

0

10

20

30

40

50

60

【【平均利用期間により合理的見積り期間を決定平均利用期間により合理的見積り期間を決定】】

「不足無い引当」を行うため、合理的な範囲において保守的な損失見積もりを実施

＜過払返還請求のトレンド予想（連結）＞＜過払返還請求のトレンド予想（連結）＞

利息返還損失引当金の算定利息返還損失引当金の算定①①

24

56期
下期

56期
上期

57期
上期

5７期
下期

58期
上期

58期
下期

59期
上期

59期
下期

60期
上期

60期
下期

億円

約５年間
（過払返還請求にかかる
債権の平均利用期間）

＝
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利息返還損失引当金の算定利息返還損失引当金の算定②②

期首 中間期

（新方式による算定）

25

23（21）
52（49）

△25（△23）

■ 利息返還損失引当金 （単位：億円）

利息返還損失

（特別損失に計上）

409（356）

484（427）

利息返還

損失引当金
利息返還

損失引当金

貸倒引当金から振替

前期末に利息返還損失引当

459（404）
取崩 △32（△29）

繰入 7 （6）

（ ）は単体の数値
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経経 営営 戦戦 略略
－－進捗報告と下期の重点施策進捗報告と下期の重点施策－－

26
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※出典：NILSON REPORT

■汎用カードにおけるイシュアー別債権残高シェアの動向

【2005年末】【1995年末】

28

Citibank
12.0%

Discover
7.4%

MBNA
6.8%

AMEX
6.6%First USA

4.7%

その他
44.4%

Chemical
2.9%

Chase
3.4%

First
Chicago

4.6%Household
3.5% AT&T

Universal
3.8%

Bank of
America
20.2%

JPMorgan
Chase
19.0%

Citigroup
15.1%

その他
12.3%

AMEX
9.8%

Capital One
7.3%

Discover
6.0%

HSBC
3.7%

US Bancorp
1.5%Wells Fargo

2.4%

Washington
Mutual
2.7%

（参考）米国カードイシュアーの変化
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【2000年度時点】 【2005年度推計】

29

JCB・G

10.9

三井住友G

10.2

ニコスG

9.2
UC・G

5.5

DC・G

4.2
UFJ・G

2.7

当社G

13.9

JCB・G

10.5

三井住友G

10.2
※出資提携先：ローソンCSカード／出光クレジット／りそなカード／髙島屋クレジットの合算
※親密先：ブランド利用会社等(｢グループ｣は関係会社・出資提携先・親密先を全て含めたもの)
※当社独自推定による算出（ショッピング・キャッシングの合計値）

その他
41.9

UFJ
親密先
1.2

オリコ
2.5 イオン

2.7

UFJ
1.5
OMC
3.7

ニコス
関係会社
1.0

ニコス
8.2

DC親密先
2.0

UC
4.0

UC親密先
1.5

DC
2.2

三井住友
5.7

JCB親密先
4.5

JCB
6.4

当社
6.4

三井住友
親密先4.5

トヨタ 2.8

ジャックス
2.0

ライフ
1.7

その他
33.9

オリコ
3.1

OMC
3.3

三井住友
親密先
3.7

三井住友
6.4

UFJﾆｺｽ/
DCｸﾞﾙｰﾌﾟ 3.7

UFJニコス
8.6

DC 2.2

JCB
6.4

JCB
親密先
4.1

当社
9.6

UC
親密先
0.7

出資
提携先
3.6

イオン
4.3

（参考）日本カードイシュアーの変化

UFJ
ニコスG

14.4

シェア３０％シェア３０％
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髙島屋
ｸﾚｼﾞｯﾄ

出光
ｸﾚｼﾞｯﾄ

ｲｵﾝ
ｸﾚｼﾞｯﾄ

みずほ ＦＧ

オリコ
ﾛｰｿﾝCS
ｶｰﾄﾞ

三菱三菱UFJ FGUFJ FG

UFJニコス
DCｶｰﾄﾞ

ｾﾝﾄﾗﾙ
ﾌｧｲﾅﾝｽ

ジャックス

アコム
キャッシュワン

モビット

ソフトバンク

三井住友三井住友

FGFG

三井住友
カード

ポケット
カード

ﾄﾖﾀF

その他その他

りそなHD

JCB

クレディセゾンクレディセゾン

三洋信販

アイフル

アットローン

クオーク

りそな
ｶｰﾄﾞ

武富士

ｼﾃｨｺｰﾌﾟ
ｶｰﾄﾞ

ディック

GEコンシューマー
ファイナンス

ﾀﾞｲﾅｰｽ

NTTNTTドコモドコモ ソニーソニー

ｿﾆｰF

22

プロミス

農林中金 楽天

OMCｶｰﾄﾞ

ﾔﾏﾀﾞ
ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

大和ﾊｳｽ
ﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

静銀
ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ

JR GJR G

ｽｲｶﾋﾞｭｰ
ｶｰﾄﾞ

（参考）クレジットカード業界の再編

30
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Ｎｏ１プレイヤーを起用Ｎｏ１プレイヤーを起用
Ｎｏ１であることのＮｏ１であることの
イメージ醸成イメージ醸成

技はいろいろ、カードは一つ

意外性と継続性を通じた
認知度ＵＰ

１３年度

１６年度

セゾンブランド認知率が向上セゾンブランド認知率が向上

31

１．ブランディング戦略の実施１．ブランディング戦略の実施

85.785.7％％

87.587.5％％

89.289.2％％
１８年度

※認知率＝ＣＭデータバンク評価スコアより
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２．ＵＣカードとの統合効果

■組織・商品制度の統合推進

◇ サービス統合を加速 ～ マーケティング部門の統合
商品部門の統廃合

◇ 与信機構の統合を完了 ～ 審査・与信・債権管理部門の統合（９月）

■MMCカードの進捗状況

◇ ２００６年度上期実績 みずほマイレージ会員数２５０万人にみずほマイレージ会員数２５０万人に
対し、約６５％がクレジットカード会員対し、約６５％がクレジットカード会員

◇ ２００７年度数値目標 カード獲得３００万枚カード獲得３００万枚
取扱高２，５００億円取扱高２，５００億円
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ＵＣブランドの活用ＵＣブランドの活用

＜ヤマダLABIカード＞

【【ヤマダ電機との提携進捗ヤマダ電機との提携進捗】】 ヤマダ電機
「ヤマダLABIカード」の
会員募集など

クレディセゾン
ｶｰﾄﾞ発行、明細書発行など

ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ事業

ヤマダフィナンシャル
ﾔﾏﾀﾞ電機のﾔﾏﾀﾞﾎﾟｲﾝﾄ
などｻｰﾋﾞｽ提供

３４％
出資

提携

６６％
出資

【【ＵＣコーポレートカードマーケット活用ＵＣコーポレートカードマーケット活用】】

UCコーポレートカード発行３５,０００法人と
提携カード発行企業１２０社の
相互送客アプローチを推進相互送客アプローチを推進

33
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３．戦略的提携の推進

34

多様化する顧客ニーズに対応し既存ビジネスを強化する一方、UCブランドを
含めた当社の優位性を活かしたｱﾗｲｱﾝｽ、M&Aにより事業基盤を強化する

ITIT系系

金融系金融系

小売系小売系



CORPORATE STRATEGY 2007 CREDIT SAISON CO., LTD. 35

資本提携カード会社の貢献 －戦略的提携戦略の進捗

連 結 経 常 利 益 の 成 長連 結 経 常 利 益 の 成 長

グループ年間カード開拓枚数５００万枚規模へ！グループ年間カード開拓枚数５００万枚規模へ！

ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽ

ｽﾄｱ
7,600店舗
出資比率

30％

ﾛｰｿﾝﾛｰｿﾝ ＣＣ
ＳＳ カードカード

ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ
6,000店舗

出資比率
50％

出光出光
ｸﾚｼﾞｯﾄｸﾚｼﾞｯﾄ

りそなりそな
カードカード

出資比率
22.4％

銀行店舗
620店舗

髙島屋髙島屋
ｸﾚｼﾞｯﾄｸﾚｼﾞｯﾄ

百貨店
19店舗

出資比率
33.4％（予定）

ヤマダヤマダ
ﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

静銀静銀
ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ

大和ハウス大和ハウス

ﾌｨﾅﾝｼｬﾙﾌｨﾅﾝｼｬﾙ

量販店
320店舗

銀行店舗
180店舗

ｸﾞﾙｰﾌﾟ運営施設

130拠点
出資比率

34％
出資比率

50％
出資比率

40％
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１．カードローンの取り組み

■カード会員への積極的アプローチを開始

37

フェーズ１

（’06.3~10）

マス広告による
商品プロモーション

↓

新商品としての
認知度ＵＰ

フェーズ２

（’06.11~ ）

・新金利の設定

８ ～ １８％

・既存会員２４００万人を
効果的にセグメント

タイプ別分析による

個別アプローチ展開

ＤＭ ＯＢ ＷＥＢ

５年後

残高目標

２,０００億円

５年後

残高目標

２,０００億円

《セゾン》カードローン
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２．ショッピング重視回帰への対応

■プロモーション型提携の推進

■利用範囲の拡大

・小売業の売上に貢献できる提携スキーム ⇒ 相互の取扱高ＵＰ
（売上高＝カード取扱高）

・他社キャッシング依存型提携の限界 ⇒ ショッピング軸へのシフト
（長期的な収益貢献）

・エリアマーケティング視点による地域提携 ⇒ 地域コラボレーション

（地銀、流通、産業）

・公金決済・・・公金決済クレジット協議会へ参加
（税金、年金、保険料等での利用開始へ）

・継続決済・・・月間利用５００万件、年間取扱高３,０００億円
（今期実績）

・小額決済・・・MMCにiD搭載（本日１１月２０日ｻｰﾋﾞｽﾘﾘｰｽ）

38
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３．業界再編に伴うリストラクチャリング対応

■業務代行ビジネスの拡大～新ビジネスモデル創造へ挑戦

・既存提携先

ローソンＣＳカード

出光クレジット

りそなカード

髙島屋クレジット

・新規提携先

ヤマダフィナンシャル

静銀セゾンカード

大和ハウスフィナンシャル

・業界再編による競争激化

⇒ コスト効率の追求

・既存提携他社からの移行

⇒ ブランド力、マーケティング力

・汎用性の高さ

⇒ 全ての国際ブランドに対応
ＶＩＳＡ、Ｍａｓｔｅｒ、ＪＣＢ、ＡＭＥＸ

アライアンスによる拡大 業界再編により機会拡大

潮目を
先読み

39
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・２００７年３月までにNetアンサー会員２００万人に拡大

・３年後には「永久不滅.com」モールの取扱高２，０００億円

40

４．新たなビジネスによる収益確保

■■ オンラインショッピングモール「永久不滅．オンラインショッピングモール「永久不滅．comcom」運営開始」運営開始

Ｎｅｔアンサー会員を対象に「Ｎｅｔアンサー会員を対象に「《《セゾンセゾン》》 」を」を

最大１９倍プレゼント最大１９倍プレゼント

様々なカテゴリーのECショップが出店

３年以内に３００ショップを計画
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５．徹底したスケールメリットの追及

■次世代システムの開発 ～ ２０１０年を目途

■柔軟なスタンスで臨む新たなＭ＆Ａ

・オペレーションコストの削減

・業務代行ビジネス拡大への対応

・フレキシブルな発想による事業価値の見極め

・従来型の自己完結モデルの破壊

・圧倒的なコストリーダーシップの獲得

41

・中期的構想としてプロセシング業界のヘゲモニーを握る
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◆資本提携カード会社の２００６年度上期実績

42

－－－－－
静銀ｾｿﾞﾝｶｰﾄﾞ

50.0％（06/10設立）

－－－－－
大和ﾊｳｽﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
40.0％（06/11設立）

12602,0961606
髙島屋クレジット
33.4％（04/8出資）

0.5151113
ﾔﾏﾀﾞﾌｨﾅﾝｼｬﾙ
34.0％（06/6設立）

38

10

16

▲0.6

―

経常利益

32428,1083,297336合計

1352,08223716
りそなカード

22.4％（04/8）出資）

892,67122418
出光クレジット
50.0%(03/10出資）

3933824938ﾛｰｿﾝCSｶｰﾄﾞ
30.0％（02/2設立）

―20,9162,416245当社

営業収益取扱高総会員数開拓枚数

（万枚・万人・億円）

※取扱高はカードショッピング及びカードキャッシングの合計値
※当社開拓枚数／総会員数／取扱高の中にﾔﾏﾀﾞﾌｨﾅﾝｼｬﾙの掲載値も含む（ヤマダLABIカードのイシュアーは当社のため）
※合計欄の営業収益／経常利益は、資本提携カード会社の単純合算値
※髙島屋クレジットは上記出資比率への引き上げで基本合意済み

６．新たなグループ形成と総合力の強化

３年後 ２００９年度内の黒字化を目指す
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カード会員、提携企業の経営資源、人材の採用・活用を通じて
ビジネスチャンスを最大限に拡大していく

グループ総合力強化

53億円(112％）
47億円（127％）債 権 回 収 事 業

（ Ｊ Ｐ Ｎ 債 権 回 収 ）

202億円(△３％）210億円（103％）ｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ事業
（ ヴ ィ ー ヴ ル Ｇ ）

239億円（114％）
208億円（165％）不動産関連事業

（ ア ト リ ウ ム Ｇ ）

140億円（113％）123億円（166％)融 資 事 業

47億円（120％）39億円（121％）信 用 保 証 事 業

80億円（111％）72億円（105％）リ ー ス 事 業

2006年度計画2005年度実績営業収益

※㈱アトリウム（ＪＱ8993）は平成18年3月28日に
ジャスダック証券取引所に上場しました

( )は前年同期比

※ＪＰＮ債権回収（ＨＱ8774）は平成18年10月24日
に大証ヘラクレスに上場しました


